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条
例
の
あ
ら
ま
し

◉
東
京
都
産
業
労
働
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
九
五
号
）

一

漁
業
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
三
〇
年
法
律
第
九
五
号
）
の
施
行
に
よ
る

漁
業
法
（
昭
和
二
四
年
法
律
第
二
六
七
号
）
の
改
正
等
に
伴
い
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
一
二
月
一
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
（
条
例
第
九
六
号
）

一

地
方
独
立
行
政
法
人
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
の
統
合
に
伴
い
、
条
例
を
廃
止

し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
警
視
庁
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
九
七
号
）

一

警
視
庁
神
田
警
察
署
の
位
置
を
改
め
る
ほ
か
、
規
定
を
整
備
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
東
京
都
公
安

委
員
会
規
則
で
定
め
る
日
ほ
か
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
消
防
庁
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
九
八
号
）

一

東
京
消
防
庁
臨
港
消
防
署
、
東
京
消
防
庁
大
森
消
防
署
及
び
東
京
消
防
庁
深
川
消
防
署
の
管

轄
区
域
を
変
更
し
ま
す
。

二

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。

◉
東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
条
例
第
九
九
号
）

一

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
の
再
拡
大
を
見
据
え
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
実
効
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
都
及
び
都
民
等
の
具
体
的
責
務
等
を
規
定
し

ま
す
。

㈠

都
の
責
務
及
び
取
組

ア

患
者
等
が
療
養
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
確
保
等
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
、
都
の
責
務
を
定
め
ま
す
。

イ

集
客
施
設
等
を
患
者
等
が
利
用
し
て
い
た
場
合
、
施
設
の
名
称
等
を
公
表
す
る
こ
と
が

で
き
る
規
定
を
設
け
ま
す
。

㈡

都
民
等
の
責
務

ア

患
者
等
に
対
し
、
知
事
等
の
求
め
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
に
入
院
し
、
宿
泊
療
養
施
設

に
入
所
し
、
又
は
自
宅
等
に
お
い
て
療
養
し
、
み
だ
り
に
外
出
し
な
い
努
力
義
務
を
課
し

ま
す
。

イ

患
者
等
に
対
し
、
知
事
等
の
求
め
に
応
じ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん

延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
に
協
力
す
る
努
力
義
務
を
課
し
ま
す
。



令和2年10月15日（木曜日）東 京 都 公 報（増刊 98） ２
���

����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

条

例

東
京
都
産
業
労
働
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
九
十
五
号

東
京
都
産
業
労
働
局
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
産
業
労
働
局
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
東
京
都
条
例
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
十
一
の
項
中
ニ
を
削
り
、
同
項
ホ
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
中

ホ
を
ニ
と
し
、
同
項
ヘ
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
二
十
三
条
」
に
改
め
、
同
項
中
ヘ
を
ホ
と
し
、
同

項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ

家
畜
改
良
増
殖
法
第
二
十
四
条
の

規
定
に
基
づ
く
家
畜
人
工
授
精
所
の

開
設
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

家
畜
人
工
授
精
所
開
設
許

可
申
請
手
数
料

五
千
七
百
円

許
可
申

請
の
と

き
。

別
表
十
四
の
項
中
ト
及
び
チ
を
削
り
、
同
項
ヘ
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
」
を
「
第

八
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
中
ヘ
を
チ
と
し
、
同
項
ホ
中
「
第
二
十
六
条
第
一

項
た
だ
し
書
」
を
「
第
七
十
九
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
に
、
「
定
置
漁
業
権
又
は
区
画
漁
業
権
」
を

「
個
別
漁
業
権
」
に
改
め
、
同
項
中
ホ
を
ト
と
し
、
同
項
ニ
中
「
第
二
十
四
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十

八
条
第
二
項
」
に
、
「
定
置
漁
業
権
又
は
区
画
漁
業
権
」
を
「
個
別
漁
業
権
」
に
改
め
、
同
項
中
ニ
を

ヘ
と
し
、
同
項
ハ
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
七
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
ハ
を
ホ

と
し
、
同
項
ロ
中
「
第
十
四
条
第
四
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を

「
第
七
十
二
条
第
六
項
」
に
、
「
漁
業
権
」
を
「
団
体
漁
業
権
」
に
改
め
、
同
項
中
ロ
を
ニ
と
し
、
同

項
イ
中
「
第
十
条
」
を
「
第
六
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
イ
を
ハ
と
し
、
同
項
に
イ
及
び
ロ

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

漁
業
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
五
ト
ン
以
上
の
漁
船
を

使
用
し
て
行
う
漁
業
に
係
る
漁
業
の

許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

五
ト
ン
以
上
の
漁
船
を
使

用
し
て
行
う
漁
業
に
係
る

漁
業
許
可
申
請
手
数
料

二
千
九
百
円

許
可
申

請
の
と

き
。

ロ

漁
業
法
第
五
十
八
条
に
お
い
て
準

用
す
る
同
法
第
四
十
七
条
の
規
定
に

基
づ
く
五
ト
ン
以
上
の
漁
船
を
使
用

し
て
行
う
漁
業
に
係
る
漁
業
許
可
の

変
更
の
許
可
の
申
請
に
対
す
る
審
査

五
ト
ン
以
上
の
漁
船
を
使

用
し
て
行
う
漁
業
に
係
る

漁
業
許
可
変
更
許
可
申
請

手
数
料

二
千
四
百
円

許
可
申

請
の
と

き
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
十
一
の
項
の
改
正
規
定
は
、

家
畜
改
良
増
殖
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
施
行
の
日
又
は
こ
の

条
例
の
公
布
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
九
十
六
号

東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

東
京
都
立
食
品
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
二
年
東
京
都
条
例
第
六
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

警
視
庁
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

二

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
ま
す
。
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◉
東
京
都
条
例
第
九
十
七
号

警
視
庁
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

警
視
庁
の
設
置
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
東
京
都
条
例
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
警
視
庁
神
田
警
察
署
の
項
位
置
の
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

千
代
田
区
神
田
錦
町
三
丁
目
三
番
地
二

別
表
第
一
警
視
庁
四
谷
警
察
署
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
若
葉
町
一
丁
目
」
を
「
若
葉
一
丁
目
」
に

改
め
る
。附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
東
京
都
公
安
委
員
会

規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
警
視
庁
四
谷
警
察
署
の
項
の
改
正
規
定
は
、

公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
消
防
庁
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
九
十
八
号

東
京
消
防
庁
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
消
防
庁
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
条
例
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
東
京
消
防
庁
臨
港
消
防
署
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中

「
中
央
区
の
う
ち
、
東
京
消
防
庁
京
橋
消
防
署
及
び
東
京
消
防
庁
日
本
橋
消
防
署
の
管
轄
区
域

以
外
の
区
域

大
田
区
の
う
ち
、
令
和
島
一
丁
目
、
令
和
島
二
丁
目

江
東
区
の
う
ち
、
海
の
森
一
丁
目
か
ら
海
の
森
三
丁
目
ま
で
、
中
央
防
波
堤
外
側
そ
の
一
埋

立
地
、
中
央
防
波
堤
外
側
そ
の
二
埋
立
地

」
を

「
中
央
区
の
う
ち
、
東
京
消
防
庁
京
橋
消
防
署
及
び
東
京
消
防
庁
日
本
橋
消
防
署
の
管
轄
区
域

以
外
の
区
域

」
に

改
め
、
同
表
東
京
消
防
庁
大
森
消
防
署
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中
「
ふ
る
さ
と
の
浜
辺
公
園
」
の
下
に
「
、

令
和
島
一
丁
目
、
令
和
島
二
丁
目
」
を
加
え
、
同
表
東
京
消
防
庁
矢
口
消
防
署
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中

「
、
東
京
消
防
庁
臨
港
消
防
署
」
を
削
り
、
同
表
東
京
消
防
庁
深
川
消
防
署
の
項
管
轄
区
域
の
欄
中

「
青
海
四
丁
目
ま
で
」
の
下
に
「
、
海
の
森
一
丁
目
か
ら
海
の
森
三
丁
目
ま
で
、
中
央
防
波
堤
外
側
そ

の
一
埋
立
地
、
中
央
防
波
堤
外
側
そ
の
二
埋
立
地
」
を
加
え
、
同
表
東
京
消
防
庁
城
東
消
防
署
の
項
管

轄
区
域
の
欄
中
「
東
京
消
防
庁
臨
港
消
防
署
及
び
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
公
布
す
る
。

令
和
二
年
十
月
十
五
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
条
例
第
九
十
九
号

東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

東
京
都
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
条
例
（
令
和
二
年
東
京
都
条
例
第
五
十
三
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
を
第
十
五
条
と
し
、
第
五
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
条
の
次

に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
体
制
の
整
備
等
）

第
五
条

都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
（
検
体
の
採
取
を
含
む
。
以
下
単
に
「
検

査
」
と
い
う
。
）
を
円
滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
検
査
の
実
施
体
制
の
整
備
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

２

都
は
、
患
者
等
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
、
疑
似
症
患
者
（
感
染
症
の
予
防
及
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
十
項
に

規
定
す
る
者
を
い
う
。
）
及
び
無
症
状
病
原
体
保
有
者
（
同
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
者
を
い
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う
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
必
要
な
医
療
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
医
療
用
資
器
材
等
の
備
蓄

及
び
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

３

都
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
等
を
踏
ま
え
、
患
者
等
が
療
養
に
専
念
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
確
保
等
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
提
供
等
）

第
六
条

都
は
、
都
民
が
自
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の

対
策
を
適
切
に
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
、
動
向

及
び
原
因
に
関
す
る
情
報
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
に
係

る
施
策
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

都
は
、
患
者
等
が
、
多
数
の
者
の
利
用
す
る
施
設
を
利
用
し
、
又
は
多
数
の
者
の
参
加
す
る
催
物

等
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
当
該
患
者
等
か

ら
他
人
に
感
染
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
期
間
に
当
該
患
者
等
と
接
し
た
者
を
把
握
で
き
て
お
ら
ず
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

都
民
が
検
査
を
受
け
る
等
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
施
設
又
は
催
物
等
の
名
称
、

当
該
利
用
又
は
参
加
の
時
期
そ
の
他
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
に

必
要
な
情
報
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
情
報
の
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
個
人
情

報
の
保
護
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
は
、
前
二
項
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
状
況
、
検
査

の
実
施
状
況
、
病
床
稼
働
状
況
等
の
把
握
に
つ
い
て
、
特
別
区
又
は
保
健
所
を
設
置
す
る
市
（
以
下

「
保
健
所
設
置
市
」
と
い
う
。
）
の
長
、
医
療
機
関
等
の
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
都
民
等
の
感
染
拡
大
防
止
措
置
）

第
七
条

都
民
は
、
本
部
設
置
期
間
に
お
い
て
、
知
事
又
は
特
別
区
若
し
く
は
保
健
所
設
置
市
の
長
の

求
め
に
応
じ
て
、
必
要
な
検
査
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

患
者
等
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
の
防
止
の
観
点
か
ら
、
本
部
設
置
期
間
に

お
い
て
、
知
事
又
は
特
別
区
若
し
く
は
保
健
所
設
置
市
の
長
の
求
め
に
応
じ
て
、
医
療
機
関
に
入
院

し
、
宿
泊
療
養
施
設
に
入
所
し
、
又
は
当
該
患
者
等
の
居
宅
等
に
お
い
て
療
養
し
、
み
だ
り
に
外
出

し
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

患
者
等
は
、
本
部
設
置
期
間
に
お
い
て
、
知
事
又
は
特
別
区
若
し
く
は
保
健
所
設
置
市
の
長
の
求

め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

事
業
者
は
、
本
部
設
置
期
間
に
お
い
て
、
知
事
又
は
特
別
区
若
し
く
は
保
健
所
設
置
市
の
長
の
求

め
が
あ
っ
た
と
き
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査

に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
当
該
事
業
者
と
関
係
が
あ
り
、
か
つ
、
感
染
の
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し

て
検
査
へ
の
協
力
を
促
す
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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